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日本学術会議 土木工学・建築学委員会 

第 24期・第 4回土木工学・建築学委員会 

議事要旨 

 

日 時：平成 30年 3月 13日（火）10：00～12:00 

場 所：日本学術会議 6階 6-C(1)会議室 

出席者：米田雅子、前川宏一、小林潔司、田辺新一、磯部雅彦、大西隆(S)、嘉門雅史、小松利光、 

吉野博、依田照彦、和田章、桑野玲子、竹内徹 

オブザーバー：木下勇、塚原健一、内藤廣、望月常好 

（順不同、敬称略、Ｓ:Skype参加） 

 

配布資料 

資料１ 第 2回土木工学・建築学委員会議事録(案) 

資料２ 土木工学・建築学委員会全体会の開催（案） 

資料３ 分科会報告 

資料４－１ 主催提案書（第 64回構造工学シンポジウム） 

資料４－２ 公開シンポジウム「第 31回環境工学連合講演会」ポスター 

資料５－１ 日本学術会議と学協会の連携について 

資料５－２ 理学・工学系学協会連絡協議会／意見シート 

資料５－３ 協力学術研究団体規定 

資料５－４ 理学・工学系学協会連絡協議会全体会議代表委員リスト 

資料６ 【追加】委員の決定（土木工学・建築学委員会） 

 

議事： 

1. 前回議事録案の確認 

・桑野委員により資料1を用いて第1回委員会の議事録（案）が確認された。修正事項は以下の通り。 

1) 日時：平成27年11月09日→平成29年11月09日 

2) 10．今後の予定：第3回委員会→第4回委員会 (第3回委員会はメール審議としたため) 

3) 同、全体委員会、第4回委員会→第5回委員会 (2018年5月21日(月)) 

4) 同、第5回委員会→第6回委員会 (2018年8月7日(火)) 

 

2. 土木工学・建築学委員会全体会の開催 

・資料2を用いて、5月21日(月)に開催される全体会のスケジュールの確認を行った。分科会を開催し

ないと交通費の手当てがないため、できる限り全体会の前後（5月21，22日）に各分科会を開催す

ることが推奨される。全体会に併せて気候変動と国土分科会(5/23, 10:00-12:00)、長寿・低炭素化

分科会(5/22, 10:00-12:00)、インフラ高度化分科会(5/22, 10:00-12:00)、低頻度・巨大災害分科会

(5/21, 10:00-12:00)が予定されており、子供の成育環境分科会も5月21，22日に併せて各分科会の開

催を調整中である旨、報告があった。 

・会議後の懇親会については、18：00より新国立美術館内ブラッスリー ポール・ボキューズ ミ

ュゼにて行う予定。 

 

http://www.nact.jp/information/restaurant/paulbocuse/
http://www.nact.jp/information/restaurant/paulbocuse/
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3. 各分科会報告 

・資料3に基づき、企画分科会(米田委員長)、気候変動と国土分科会(望月委員長)、都市・地域とデザ

イン分科会(内藤委員長)、WFEO分科会(塚原委員長)、子供の成育環境分科会(木下委員長)、長寿・

低炭素化分科会(田辺世話人)より活動報告が説明された。さらにインフラ高度化分科会（小林世話

人）、低頻度・巨大災害分科会（磯部世話人）、次世代構造システム分科会（前川世話人）、

IUTAM分科会（前川幹事）の活動方針が説明された。2．で示した全体会に併せて開催する以外

に、次世代構造システム分科会が4/12開催予定、WFEO分科会が近日中の開催計画であることが報

告された。 

 

4. シンポジウム開催について 

・資料4-1,2を用いて、第64回構造工学シンポジウムを土木工学・建築学委員会が主催することが承

認され、公開シンポジウム「第31回環境工学連合講演会」についての紹介があった。また、アジア

学術会議等分科会委員長の吉野委員より、2018年に日本で開催される第18回アジア学術会議の説明

があった。テーマは「社会のための科学：アジアにおけるSDGｓの達成に向けた戦略」。 

 

5. 日本学術会議と学協会の連携について 

・資料5-1～4を用いて、3月30日に開催される第三部拡大役員会における理学・工学系学協会連絡協

議会「学協会と日本学術会議の連携のあり方について」の紹介、および第三部における課題につい

て議論した。第三部の担当する学協会は比較的規模の大きいものが多く、法人化に伴い運営上の課

題を多く抱えていること、協力学術研究団体の認定条件の緩和に対する要望は比較的少ないこと、

2005年の改組後は学協会と日本学術会議の連携の希薄化が課題になっていること、意見収集のため

のアンケートを実施することが紹介された。 

・協議会には代表者のみならず、事務担当者も呼んではどうか。→学協会の判断で、代表者のみなら

ず事務担当者を派遣している場合もある。 

・法人化に伴う課題、例えば剰余金の処理方法についてなど、学術会議が各学協会の要望をまとめる

ことができるのではないか、との意見があった。 

 

6. その他(委員会委員の追加等) 

・資料 6 に基づき、以下の委員会委員の追加が承認された。 

木下 勇  (子供の成育環境分科会 委員長) 

塚原健一 (WFEO分科会 委員長) 

・和田委員より、防災学術連携体の活動状況についての紹介があった。 

・土木工学・建築学委員会における課題別委員会の可能性について、「防災」「緊急事態」「建設入

札制度」などが議論された。 

 

7. 今後の予定 

・第5回委員会、2018年5月21日(月) 10:00～17:00 
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       各分科会開催候補日 2018年5月21日（月）の午前中、5月22日(火)の午前と午後 

       全体委員会の準備は和田委員と依田委員にお願いすることになった。 

・第6回委員会、2018年8月7日(火) 10:00～12:00 

・第7回委員会、2018年11月22日(木)  10:00～12:00 

 

以上 


